
令和２年度学校評価 （保護者アンケート集計結果） 
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 昨年同様，ほとんどの保護者が肯定的な意見であった。今後も教育活動を理解していただける

よう，学校だより・学年だより・HP等で発信していく。 

 感染症対策の中だったが，ZOOMでの交流や映像教材などを通して，児童が中学校の様子を把

握できるよう努めた。来年度以降も四小と白山中と連携し，小中一貫教育の充実に努めていく。 

 

８０％以上の保護者の方が学習内容の定着を感じているが，まとめの学期である３学期にしっ

かりと１年間の復習をし，さらなる学習内容の定着を図る。 

 

９０％以上の保護者が肯定的である。引き続き少人数指導教員との連携やデジタル教科書など

の ICTの活用，発問や板書の工夫などを積み重ね，分かりやすい授業を目指していく。 

 

感染症対策の中での総合表現活動（地域学習）であったが，調べる方法や発表方法を工夫し，

児童の資質・能力の育成を図った。今年度の反省を生かし，今後も指導の工夫を重ね，教科等横

断的カリキュラム・マネジメントを行っていく。 
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設問１

あなたは保護者として一小の

教育活動に満足していますか。

0 20 40 60 80 100

設問２

学校は小中一貫教育の充実に

努めていると思いますか。
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設問３

臨時休校があけて学習が再開

し，お子さんには学校で学習

した内容が身に付いていると

思いますか。
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設問４

学校は熱心に学習指導に取り

組み，分かりやすい授業やき

め細かい指導をしていると思

いますか。
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設問５

学校は地域学習や体験活動等，

特色のある教育活動を行ってい

ると思いますか。



 

 挨拶は本校が力を入れて取り組んでいる１つである。マスクをしたままでも，目を見て相手に

聞こえる声で挨拶をすることを指導してきた。今後も，地域・家庭と共に挨拶ができる子どもの

育成を目指す。 

 

多くの保護者が肯定的な意見である。「自分の命は自分で守る」を基本に，交通安全のルールに

ついても徹底して指導する。安全管理員や子ども見守り隊の皆様に感謝している。 

 

９０％以上の保護者が肯定的である。今後も道徳の授業を中心に，学校内での様々な活動や「い

のち・こころ・からだ」の学習等を通して，思いやりの気持ちを大切に育てていく。 

 

 多くの保護者の方が肯定的である。児童一人一人のよさを見つめ，そのよさを発揮できるよう，

家庭との連携を密にして子ども達の成長を支えていく。  

 

子ども達が相談しやすいよう教師からの声かけも含め，児童に寄り添っていくことを大切にす

る。子ども達の心の安定，いじめ防止・早期発見に努める。子どもとの一人一面談を行った。 

 

児童・保護者の困り感を軽減，解消できるよう，学校全体で支援体制を整える努力をしている。 

今後も児童一人一人にとって適切な学習や生活ができるように，面談等を行いながら保護者の皆 

様やお子さんに寄り添い手立てを考えていく。 
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設問６

お子さんは家庭や地域で進んで

挨拶をしていると思いますか。
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設問７

お子さんは登下校中や放課後

等に，交通安全のきまりを守

ろうとしていると思いますか。
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設問８

お子さんは道徳の授業や学校内

での活動を通して，他の人を思

いやる気持ちが育っていると思

いますか。
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設問９

お子さんは学校でよく認められ，

よく理解されていると思います

か。
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設問１０

お子さんは学習や心身，友人関

係のこと等で悩んだ時に教職員

に相談していると思いますか。
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設問１１
学校には特別支援コーディネーター

や教育相談の担当がいて，お子さん

や保護者の困り感に寄り添い相談を

受けたり，関係機関に繋げたりでき

ることを知っていますか。


